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＃地域で挑戦する、高校生たち

　「じゆうく。」では、３年生の進路実現に向けて、受験指導も行なっています。
　私たちが大切にしているのは「これをやりなさい」と指示することではなく、目標と現状の差分を埋めるために、
生徒自らが考え、実行し、結果を振り返る機会をつくることです。
　受験という１つの挑戦機会が、生徒の成長につながるように引き続きサポートしていきます！

男子走幅跳

1ｰ1 宮地 羅射人（記録 6m13 全体21位）

女子円盤投

3ｰ1 多賀 暖乃香（記録 28m09 全体14位）

男子400m自由形 2ｰ1 辻本 未来斗

（記録 4分47秒02 予選20位予選敗退）

女子100m平泳ぎ 2ｰ1 岡村 明音

（記録 1分24秒00 予選13位予選敗退）

女子200m平泳ぎ 2ｰ1 岡村 明音

（記録 2分59秒56 予選12位予選敗退）

「クリーンセンター銀河」（天ノ川）には、日々さまざまな
廃棄物が持ち込まれる。収集車や一般の車がごみを降ろす
「プラットホーム」を担当する上岡里美さんは、約20年前の
センター開所時から働くベテランだ。
多い日は100台以上、ひっきりなしに出入りするトラック

や軽自動車をピットの投入扉まで誘導し、燃やせないごみ
や家電、産業廃棄物などが混じっていないかを確認する。
「とにかく毎日緊張するのは車の誘導。ぶつからんように気
を付けて、出る時もスムーズに出られるように考えてね」。
タンスなどの粗大ごみはハンマーで解体してから裁断機
に投入。ごみをすくって持ち上げる機械「ホイールローダ」
にも乗る。朝9時から夕方4時まで、黙 と々流れるような動き
で作業が続く。「何回も来てくれるお客さんの中には『今日
も暑いのに頑張りゆうね』って言うてくれる人もおって。そ
れがうれしいし、すごいありがたい」。
センターで働く以前は農作業の手伝いなどをしていて、

ごみ処理の仕事とは無関係だった。ちょうど子どもたちの

学費も必要な時期で、思い切って面接を受けたという。缶
や瓶、ペットボトルのリサイクル担当を経て、プラットホー
ムに配属された。
作業する中で、「どうやったら今より早くできるか、どう

やったら良くなるか」をいつも考えているという。「もう何十
年も前の10代の頃、（当時の）上司に教えてもらいました。
『仕事は考えてせないかん』と。それがいまだにずーっと頭
にあって。どうやったらやりよいかって考えるのが、やっぱ
り楽しい」。車の誘導や粗大ごみの解体など、円滑な仕事ぶ
りは少しずつ改善を重ねてきた結果だ。
「こうやって体を動かして、仕事させてもらうだけであり
がたい」と上岡さん。「体が
動く間はできたらなと思
います。じっとしてようお
らんので」。翌日の搬入に
備え、慣れた手つきで機械
の点検を終えた。

こだわりの「技」できらりと光る四万十町の人々を紹介します。
ちょいwaza!!は随時募集中! ▼

恐竜とドラゴンが大好きで、学校や家で工作したり、自由帳に絵を描いたり。「何枚も描いてうまくなっ
た。爪とか牙がかっこいい」。夏休みにはオリジナルドラゴンのカードもたくさん作った。大きな作品にも挑
戦したいそうだ。

恐竜とドラゴンが好き！
町にはこんなwazaも

吉本 健悟さん 東又小学校4年
けん  ごけん  ご

仕事は考えてせないかん

上
岡 

里
美
さ
ん

　

　
　
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
職
員
）

か
み   

お
か

さ
と    

み

ちょい

P22P23

四万十町通信ー令和6年10月号23


